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１ 開会挨拶 
  
 
２ 赤穂海浜公園管理運営協議会について  

（１）管理運営協議会要綱の変更                 （資料１） 

 

（２）第９回協議会での意見等                  （資料２） 

議事録の公表                     （参考資料１） 

 

 

３ 議 事 

（１）兵庫県立赤穂海浜公園リノベーション計画（案）の推進について（資料３） 

 

（２）令和５年度報告と令和６年度計画について          （資料４） 

   （うみの会議について）                （参考資料２） 

  

（３）イベント募集状況について                 （資料５） 
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４ その他 
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赤穂海浜公園管理運営協議会開催要綱  

 

１ 目 的 

「赤穂海浜公園リノベーション計画」の方針の１つとして、本公園の活性化を目的と

した管理運営のあり方等について広く意見を聴くため、有識者、地元住民、関係機関

等からなる赤穂海浜公園管理運営協議会（以下、「協議会」という。）を開催する。 
 

２ 検討事項 

（１）｢リノベーション計画｣の課題のうち、地域や企業・団体、大学等との連携の強化に

ついて。 

（２）「リノベーション計画」の（１）以外の課題のうち、協議会において検討が必要と

認めたもの。 

（３） その他、協議会において検討が必要と認めたもの。 
 
３ 運 営 

（１）協議会は、別表に掲げる者をもって構成する。 

（２）協議会には、構成員の互選により会長をおく。 

（３）協議会は、会長が招集する。 

（４）構成員はやむを得ない理由により協議会に出席できないときは、代理人を出席させ

ることができる。 

（５）会長に事故あるときは、あらかじめ会長が指名する構成員がその職務を代理する。 

（６）協議会は、必要があると認めるときは、構成員以外の者に協議会への出席を求め、

その意見を聴くことができる。 

（７）協議会は、公開とする。ただし、協議会の運営に著しい支障があると認められる場

合には、非公開とすることができる。オンラインによる構成員の参加及び聴講も可

能とする。 

議事録、議事要旨及び懇話会資料は、原則として公開とする。 

（８）協議会は、構成員（会長を含む）の過半数が出席しなければ会議を開くことができ

ない。 
  
４ 任 期 

（１）構成員の任期は令和７年３月３１日までとする。ただし、補欠の構成員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

（２）構成員は再任されることができる。 

（３）構成員がやむを得ない理由により任期の途中に辞任する場合、会長は欠員の対応に

ついて必要な調整を行う。 
    
５ 庶 務 

  協議会の庶務は、県立赤穂海浜公園管理事務所において処理する。 
 

６ 補 足 

   この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は、会長が定め

る。 
 
 附 則 

この要綱は、令和２年３月１３日から施行する。 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

資料 1 



この要綱は、令和２年１０月１日から施行する。 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和６年３月１１日から施行する。 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 

（別表） 

赤穂海浜公園管理運営協議会構成員名簿  

区分 所属等 氏名 備考 

学識者 

兵庫県立大学 教授 （人と自然の博物館） 赤澤 宏樹 
公園マネージ

メント 

兵庫県立大学 准教授 （淡路景観園芸学校）  澤田 佳宏 自然環境 

関西福祉大学 教授  山本 浩二 保健教育 

地域団体 

 

 

御崎地区連合自治会 会長 角岡 一頼  

尾崎地区連合自治会 会長 浜野 好正  

地域活動連絡協議会 会長 岩﨑 由美子 子育て支援団体 

赤穂観光協会 事務局長 安部 徹  

赤穂市漁業協同組合 参事 平田 一典  

指定管理者 （公財）兵庫県園芸・公園協会 総務部長 大北 光弘  

行政機関 

（赤穂市） 

産業振興部長 関山 善文  

教育委員会 教育次長 高見 博之  

行政機関 

（兵庫県） 

県土整備部まちづくり部 公園緑地課 課長 首藤 健一  

西播磨県民局光都土木事務所 所長 金川 正敏  

（計１３名）    

 

※    部 R6.4.1からの変更箇所 

 



項目 番号
第○回
意見

広
報
に
つ
い
て

① 8

① 9

② 9

③ 9

④ 9

第９回協議会での意見と回答

資料２

公
園
の
活
性
化
に
つ
い
て

意見等の内容 第９回協議会までの回答 現時点での対応方針等

公園HPのイベント募集は新たにバナーをつけな
いのか。

検討中である。 令和６年３月末にバナーを追加。

HPで申し込みをされたイベントがリストに上
がっているため、令和５年５月末に総勢500人
来ていたグラウンドゴルフ大会が実施されたが
報告リストに入っていない。HPで申し込みされ
たもの以外も広報していただければ、申し込む
人が増えると思う。

今年度実施されたグラウンドゴルフ大会は掲載さ
せていただいた。
今後も「やった後広報」について、適宜、発信し
ていく。

以前猫の問題の話もあったので、公共性という
ことで県の動物愛護センターと犬のイベントを
くっつけることも考えられると良いのではない
か。

-

-

赤穂高校の全日制の方の評議員をさせていただ
いており、地域に入っていくような話をしてい
るので、全日制の方にも声を掛けていただきた
い。

いろんな人が関わる場面が増えてくれば、今度
はそういった方々同士をくっつけていったり、
チームを作ったりと次のチャレンジになると思
うが、赤穂海浜公園に友の会やグループのよう
なリピーターはいるのか。

-

-
学校長を通じ、プレーパークなどでの声掛けを実
施する。

過去に「公園つかい隊」というボランティアグ
ループがあったが、現在はいない。

「うみの会議」を通じ、やりたい内容の人が集ま
り、活動グループに繋がればと考える。

５月１８日に開催された「わん博」では、主催者
の意向もあり、連携は見送った。



項目 番号
第○回
意見

意見等の内容 第９回協議会までの回答 現時点での対応方針等

⑤ 9

⑥ 9

⑦ 8

⑧ 8

① 9

② 9

申し込みの時にどこかとマッチングを希望しま
すかにチェックをしていただけるようにした
り、最後に数枚写真を提供してくださいとお願
いしてはどうか。簡単な方法でお互いに得をす
ること、希望があれば何か新しいことをできる
ということを考えても良いのではないか。

-

共催主催関係なく写真をもらってやった後広報
に使うことを頼んで、年間のイベントフォトコ
ンテストなどにして評判が良かった写真を大き
めに見せる、塩か何か貰えるなどあれば良いの
ではないか。

https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/

マツ枯れのものを切っているとのことだが、切
る前と後の写真を撮っているのか。撮っている
のであれば木を切ったことで利用者にとってよ
り快適な場所になるとアピールや木を伐採する
ことへの理解に繋がるのであれば、紹介しても
良いのではないか。

-

それぞれの主催者の意向を踏まえながらマッチン
グ出来る機会を探りたいと考える。

-
画像を提供してもらい、良い写真があれば許可を

得て紹介するなど検討する。

園
内
樹
木
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

管理水準書に沿って、適正な樹木管理による快適
な公園づくりをアピールしていくよう努めたい。

マツ枯れ以外の間伐は、毎年の指定管理でする
ものではないと思うが、どの業務で誰がするの
か。

県と指定管理者で協議していく。
リノベーション実施計画に基づき、県で実施す
る。

公
園
の
活
性
化
に
つ
い
て

-来年度も「プレーパーク」は実施するのか。

今年度１回目を９月頃で調整している。-来年度も「うみの会議」は実施するのか。

令和６年度は数回実施予定。

https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
https://www.hyogo-park.or.jp/akokaihin/
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■兵庫県立赤穂海浜公園リノベーション計画（案）〈遊び場環境の充実〉の推進について 

 

 

１．これまでの経緯 

標記リノベーション計画（R5.7）※により、わんぱく広場の遊具は改修を実施済。一方、有料の遊

戯施設であるわくわくﾗﾝﾄﾞについては、民間事業者からの改修等提案を受けるべく公募中。 

 

※赤穂海浜公園リノベーション計画 

・テーマ（赤穂の塩を活かした地域・観光振興、多様な遊具等を活かしたレクリエーション） 

   ・内 容（塩の国やわんぱく広場遊具改修、わくわくランドや自由広場への新規施設導入等） 

 

 

２．県全体での遊び場環境の充実に向けた動き 

「若者・Z 世代応援ﾊﾟｯｹｰｼﾞ」に県立都市公園を含む子どもの遊び場充実検討が追加。 

 

※6 月議会の知事提案説明（6.4）で、「若者・ｚ世代応援 P」に係る新たな施策として、「学びやす

い兵庫」「子どもを産み育てやすい兵庫」の実現に向けた「自習室・子どもの遊び場の充実」に言及。

遊び場充実の背景の一つとして、子どもの体力がコロナ渦前に比べ低い状態が続いている状況が

ある。検討にあたり、庁内でプロジェクトチームの立ち上げを実施(6/17)。 

 

 

３．上記１，２を踏まえた赤穂海浜公園での遊び場環境充実に向けた今後の進め方 

   わんぱく広場の遊具改修は終了済なので、今後はわくわくランドを中心とした未改修エリアでの

検討を進める。 

 

  ※検討案 

○検討方法；利用者意向を探るため、アンケート調査（別紙）を実施、結果を基に検討。 

○スケジュール； 

   ・7～8 月 ；アンケート調査実施 

・8 月下旬；アンケート調査取りまとめ。進め方方針作成。 

・9 月以降；民間事業者からの公募提案も合わせながら、わくわくランドを主とした未改修部分 

の遊び場環境改善案を検討。 

また、案により必要と判断された施設等の、次年度以降の整備に向け、予算確

保等の準備を行う。 

資料３ 





アンケート調査のお知らせ

兵庫県ではリノベーション計画を進めるにあたり、子どもの体力づくりに繋がる施設整備や子育て世代

のニーズ把握等に向けたアンケート調査を実施します。

■期間

令和６年7～８月の小学生の夏休み期間の数日間

■場所

既存遊具エリア

（わんぱく広場、赤穂砂丘、わくわくランド）

■対象者

上記エリアの利用者

■アンケート項目

・子どもの体力づくりへの関心

・遊び場に欲しい遊具やもの など

■アンケート方法

アンケート用紙を配布・回収

アンケート箇所

管理事務所

資料３

わくわく
ランド

赤穂
砂丘

わんぱく広場



赤穂海浜公園 子どもの遊び場環境充実に係るアンケート 

 

＜目的＞ 

 兵庫県立赤穂海浜公園リノベーション計画※を進めるにあたり、子どもの体力づくりに繋

がる施設整備や子育て世代のニーズ把握等、子どもの遊び場環境充実に向けたアンケート調

査です。 

 

 

■子どもの体力づくり 

Q１ 子どもの体力づくりに関心があるか 

  （１．大いに関心がある ２．ある程度関心がある ３．関心がない） 

Q２ 子どもの体力がコロナ禍以降落ちていると思うか 

（１．思う ２．思わない ３．分からない） 

Q３  子どもの体力づくりで今後役立てたい場所は 

（１．公園 ２．屋内遊戯施設 ３．スポーツ教室 ４．その他（       ）） 

Q４ 子どもの体力づくりで今後公園に求めるものは 

（１．遊具の充実 ２．広場の充実 ３．野球場等スポーツ施設の充実  

４．その他（                         ）） 

■遊具 

Q５ 楽しかった遊具は（別紙の中から選択（複数可）） 

（                                    ） 

Q６ 公園に新しく欲しい遊具は（もしくは増やして欲しい遊具は）（複数可、裏面参照） 

（１．ぶらんこ ２．スプリング遊具 ３．シーソー ４．すべり台 ５．うんてい 

６．ロープウェイ ７．鉄棒 ８．ジャングルジム ９．平均台 10．複合遊具  

11．砂場 12．空気膜構造遊具 13．その他（                ）） 

Q７ 遊び場に欲しい物は（複数可） 

（１．ベンチ ２．テーブル ３．日陰用シェルター ４．ポップアップテント  

５．ミスト（霧吹き；暑さ対策用） ６．手洗い場 ７．自動販売機 ８．売店  

 ９．その他（                             ）） 

■自由記入欄（赤穂海浜公園に対するご意見等） 

 

 

■属性 

Q８ 性別は（１．男 ２．女 ３．その他） 

Q９ 年齢は（１．20 歳未満 ２．20～24 歳 ３．25～29 歳 ４．30～3４歳  

５．35～39 歳 ６．40 代 ７．50 代 ８．60 代以上） 

Q10 住所は（    ）市・町 

Q11 誰と一緒に来たか（１．家族 ２．友達 ３．その他（          ）） 

（案） 
資料３ 

※新しい施設の導入や機能の更新、公園利用の促進等に係る具体的な方針をまとめた計画 



Q12 お子様の年齢は（１．1 歳未満 ２．1～2 歳 ３．3～6 歳未満  

４．6 歳以上（小学生） ５．中学生 ） 

■公園利用 

Q13 公園の利用頻度は（１．週数回 ２．月数回 ３．年数回 ４．はじめて） 

Q14 来園手段は（１．車 ２．徒歩 ３．自転車 ４．公共交通機関 ５．その他） 

Q15 目的の場所は（１．遊具広場〔わんぱく広場、赤穂砂丘〕 ２．わくわくランド  

３．オートキャンプ場 ４．その他（         ）） 

 

公園に欲しい遊具（事例） 

１．ぶらんこ 

10．複合遊具 

２．スプリング遊具 ３．シーソー 

４．すべり台 ５．うんてい ６．ロープウェイ 

７．鉄棒 ８．ジャングルジム ９．平均台 

11．砂場 12．空気膜構造遊具 
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令和５年度報告と令和６年度計画について 

 

１ 令和５年度報告 

（１）来園者数 ３９５，３９６人（対前年度比：９７．８％） 

 

（２）有料施設（駐車場・テニスコート）利用状況 

    駐車場     利用台数 69,676台（前年度比 97%） 

    テニスコート  利用件数 12,627件（前年度比 93.9%） 

（３）新規に実施した利用促進イベント 

    赤穂かきリレーマラソン 令和６年２月２３日(金･祝) 

リレーマラソンチームやファミリーマラソンチームなど、約 90チーム、438人が参加。

ギャラリーも併せると約 2,000人で賑わった。 

マラソン参加者には赤穂坂越の焼ガキ 3 個やわくわくランドの回数券割引などの特典

もあった。 

 

２ 令和６年度計画 

（１）主な利用促進イベント 

・わくわくフェスタ（春、秋、お正月） 

  ・ウルトラマラソン、ショートトライアスロン、トライアスロン、赤穂義士マラソン 

  ・カヤック体験教室（6月～9月 4回） 

  ・昆虫大捜査線（4月実施） 

・ノルディックウォーキング（5月実施） 

（２）うみの会議 ： 参考資料２ 

赤穂海浜公園　来園者数推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R5年度 35,232 70,092 23,795 23,771 28,158 25,645 36,555 40,207 19,594 25,666 31,671 35,010

四半期毎計

対前年比 96.9% 93.6% 109.2% 97.7% 75.5% 78.3% 90.6% 128.6% 120.0% 110.3% 128.8% 85.4% 97.8%

R4年度 36,359 74,913 21,784 24,334 37,295 32,770 40,344 31,258 16,323 23,261 24,595 40,981 404,217

395,396

129,119 77,574 96,356 92,347
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「赤穂海浜公園うみの会議」とは 

・「うみの会議」は、赤穂海浜公園でやってみたいことを持ち寄り、協力しあって試してみる

“みんなで考え活動する場”（協働のプラットフォーム）です。 

 ・赤穂海浜公園の楽しみ方を増やし、公園の魅力アップに取組みます。 

・会員登録などはなく、誰でも自由に参加できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料２ 

─ 赤穂海浜公園協働プラットフォーム ─ 

赤穂海浜公園の魅力を生み出す 

令和６年度 

赤穂海浜公園うみの会議について 

「うみの会議」の仕組みのイメージ 令和６年度の内容（案） 

令和 5年に試行した「うみの会議」で

意見が多かった“赤湖”や“周遊”をテ

ーマに利用アイデア検討し、協働イベン

トを企画・実践。 

〔令和 5年度のアイデア例〕 

【赤湖】釣り、カヤック、アマモ植栽、等 
【周遊】植物ガイドやケンパなど楽しく歩 

ける工夫、レンタル自転車、等 

 

〔令和 6年度の予定案〕 

第 1回うみの会議（９月頃予定） 

“赤湖”や“周遊”をテーマに、

協働イベントを検討 

第２回うみの会議（１月頃予定） 

第１回で実施した、協働イベント

を具体的に検討 

※一部試行も予定 

協働イベント（未定） 

「うみの会議」で考えた協働イベ

ントを実践 



【参考：「管理運営協議会の拡充イメージについて」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立都市公園のあり方検討会（赤穂海浜公園部会）資料『兵庫県立赤穂海浜公園検討に
当たっての基本的な考え方【活性化】令和 5年 3月』p.4 



赤穂海浜公園をもっとこんなふうに使いたい、こんなすごし方を

楽しみたい、こんなことができないかなど、みんなで赤穂海浜公園

のことを考え、一緒に実現する仲間づくりができる協働のプラット

フォームの試行として、「うみの会議」を開催しました。

●開催日時
2023年11月26日（日）13:00～15:00

●開催場所
赤穂海浜公園管理事務所ロビー

●参加人数
21名

●うみの会議の内容

オープニング、自己紹介

話合い
テーマ「赤穂海浜公園の使いこなし」

アンケートのお願い

プログラム体験
「塩の国のヨシで北欧飾りづくり」

クロージング

利用者のみなさんが一堂に会して、公園で
やってみたいことを持ち寄り、試しにやってな
がら、実現に向けて一緒に考え取り組むことが
できる場を、継続して開催することで、協働の
輪が拡がり、公園を使いこなしていくための仕
組みのイメージです。2 0 2 3

11/26
S U N

開催しました！

| 協働のプラットフォームのイメージ |
＼ たくさんの方にお越しいただきました ／

様々な利用のアイデアが実現していくことで、
地域の人だけでなく、観光に訪れる人にとって
も、魅力的な公園になっていくのではないで
しょうか。

赤穂海浜「うみの会議」は、赤穂海浜公園管
理運営協議会（※）において、協議会の今後の
仕組みづくりを検討するなかで、試行的に開催
したものです。
  
※赤穂海浜公園管理運営協議会の情報は、兵庫県
（西播磨県民局光都土木事務所港湾課）のホーム
ページで公開しています。赤穂海浜公園のホー
ムページでも最新情報をご案内しています。

赤 穂 海 浜 公 園 の

魅力を生み出す会議

| 赤穂海浜公園「うみの会議」について |

赤穂海浜公園プラットフォームの試行「はじめよう！うみの会議」



もっと子どもが遊べる公園！学べる公園に！
・自由に遊べる場所、自転車に乗れる場所があったらいいな
・年が離れている兄弟が遊んでいる様子を一度に見守れる場所があると嬉しい
・歴史がわかる楽しいイベントをしていきたい

赤湖を楽しむ！

こうなっていると使いやすい！
・潮の門、海岸、遊具があるエリアまで自転車で行きたい
・団体も利用できる休憩所、飲食施設、土産物や物産コーナーがあったらなぁ
・日陰、雨をしのげる屋根！
・芝生にテントを張って1日過ごせる利用を増やしたい

みんなでやると楽しい！
いいところを見つけよう！
・塩祭りを一緒にしませんか？
・この指とまれ方式がいいね
・ステージの横をスケボーの拠点にできないかな
・オートキャンプ場の利用者同士でキャンプファイヤー
を楽しめたらいいな

・SNSで情報を拡げる！

青空広場

塩の国

潮の門

わんぱく広場

テニスコート

赤湖

ドッグランは地元も観光客にも喜ばれそう！
・地元の人も使う！遠方からの来園も期待できる！
・13,200㎡以上の日本最大が5,000㎡以上の西日本最大の広さにで
きたら注目される

・市内で犬と泊まれたら、観光活性化にもつながりそう

| みんなのアイデアMAP | 11月26日（日）「うみの会議」に集まった皆さんと
赤穂海浜公園をもっと魅力的に使いこなすアイデアを話し合いました！ 赤穂海浜公園プラットフォームの試行

グランドゴルフ、テニス
の愛好者が多いです！
・有料でもいいので、青空広場をグランド
ゴルフの場所にしたい
・テニスのクラブハウスの有効活用を！

周遊して楽しむ！
・リニューアルしても公園の外周を
一周歩けるようにしておいて！！

・植物のガイドを聞きながら園内
を巡れたら楽しい

・ケンパなどをしながら楽しく歩
ける工夫ができないか

・自転車専用レーンとレンタル自
転車があったらなぁ

・新幹線を模したランドトレイン
・公園だけでなく地域も巡って楽
しんでほしい！

・漁港の入口に水門を作ってその上
を渡れたら、御崎に行きやすくな
るし、津波防災にもなる

ヤシの並木、瀬戸内海、
夕日の景観は魅力！
・ヤシの並木は観光客に人気
・夕日がきれい
・瀬戸内海から昇る初日の出
・自撮りができる台、海を眺める
ベンチを置いてはどうか

・ファミリーで釣り
・通年カヤックが楽しめる
・アマモを植えるなど赤湖の水質改善
・足漕ぎボートでレース
・ジップライン
・空から見ると大きな魚の目に見える！
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